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女川原子力発電所３号機におけるＭＯＸ燃料採用に伴う
原子炉設置変更許可申請の概要について
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安全審査の流れ

経済産業大臣に
原子炉設置変更

許可申請

経済産業省審査
（原子力安全
・保安院）

一次審査

原子力委員会
および

原子力安全
委員会審査

二次審査

経済産業大臣より
原子炉設置
変更許可

文部科学大臣
の同意

東
北
電
力

国

＜申請内容＞

・ＭＯＸ燃料の設計

・ＭＯＸ燃料の採用による
安全性への影響の解析結果

＜申請内容を審査＞

・東北電力の解析は適切か？

・国が定める安全基準を満たし
ているか？

＜経済産業省の審査結果を
更に審査＞

（ダブルチェック）

国による審査を受け，安全性を確認していただきます。
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安全審査のポイント

安全審査では，国が定めた各種の指針類等への適合性について
以下の観点から確認を受けます。

燃料プール水温等５.ＭＯＸ燃料の貯蔵や取り扱いは安全に行えるか？

スクラム反応度，停止余裕４.制御棒の原子炉を止める能力は十分か？

被ばく線量８.通常運転時，事故時の発電所周辺へ放射線影響は無いか？

燃料，原子炉の健全性７.事故を想定した場合にも発電所の健全性は確保できるか？

燃料，原子炉の健全性６.異常が発生した場合に安全は保てるのか？

炉心安定性３.出力が急激に変動したときうまく元に戻ろうとするか？

熱的制限値２.各々の燃料の出力が出すぎたり冷却不足にならないか？

燃料棒内圧，温度１.燃料棒は運転中に健全性を確保できるか？

具体的な確認項目安全審査のポイント



p3ＭＯＸ燃料の概要

ＭＯＸ燃料：８行８列
９×９燃料：９行９列９行９列燃料形状

ＭＯＸ燃料：約1.04
９×９燃料：約0.96約0.96ペレット直径（cm）

同 左

ＭＯＸ燃料：228体
９×９燃料：332体560体炉心燃料集合体数

MOX燃料：約0.5約1.0ヘリウム封入圧（MPa）

10－ﾍﾟﾚｯﾄ最大ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ含有率（wt%）

ＭＯＸ燃料
ＭＯＸ燃料棒：約3.55
ウラン燃料棒：約3.71

標準燃料棒 約3.71
部分長燃料棒約2.16燃料有効長さ（m）

約0.20ペレット被覆管間隙（mm）

ＭＯＸ燃料：約0.86
９×９燃料：約0.71約0.71被覆管厚さ（mm）

ＭＯＸ燃料：約1.23
９×９燃料：約1.12約1.12被覆管外径（cm）

ＭＯＸ燃料：約95
ウラン燃料：約97約97ペレット密度（％）

ＭＯＸ燃料＋９×９燃料（A型）９×９燃料（Ａ型）

以降では，ＭＯＸ燃料を装荷した炉心と現在の９×９燃料のみ
を装荷した炉心における特性を比較します。
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プルトニウム

ウラン２３５

ウラン２３８ 約
1
2
m

m

約10.4mm

初期密度：約95%

「１.燃料棒は運転中に健全性を確保できるか？」の確認

核分裂で生成する気体状の物質が
燃料棒内に放出される割合が高くな
る傾向がある

プルトニウムの混合により融点や
熱伝導度が低下する傾向がある

燃料棒内圧の確認

ペレット最高温度の
確認

ＭＯＸ燃料を採用しても燃料の健全性が確保できることを以下の観点
から確認します。

（前回ご説明済み）

燃
料

棒
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効
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さ
:約

3
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燃料棒

ウラン２３５

ウラン２３８

Ａ型:約9.6mm
Ｂ型:約9.4mm

約
1
0
m

m

初期密度：約97%

MOX燃料ペレット９×９燃料ペレット

燃料被覆管
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確認結果：燃料棒内圧等から計算される応力の許容応力に対する比（設計比）

は内外圧差が最も厳しい使用初期でも最大０．３６であること
から許容応力に対し十分余裕があり，判断基準を満足する。

判断基準：被覆管の応力が許容応力を超えないこと

「１.燃料棒は運転中に健全性を確保できるか？」の確認
「燃料棒内圧」の確認結果 （前回ご説明済み）
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燃
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9×9燃料（Ａ型）

MOX燃料ＭＯＸ燃料

ウラン燃料棒 MOX燃料棒

新燃料 使用済燃料

９×９燃料（Ａ型）

ＭＯＸペレットの特徴

ペレットから燃料棒内に出てく
るガスの量が多くなる傾向にあ
る

対 応 策

あらかじめ燃料棒内のガスを溜
める空間の体積を増やして圧力
の上昇を抑える

９×９燃料取り出し
（約４年）

ＭＯＸ燃料取り出し
（約３年）
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「１.燃料棒は運転中に健全性を確保できるか？」の確認
「ペレット中心温度」の確認結果

確認結果：運転中のMOXペレットの中心温度は融点に対し

最低約1000℃の余裕があり，判断基準を満足する。

判断基準 ： 運転中に燃料が融点に達しないこと

（前回ご説明済み）
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ＭＯＸ燃料

９×９燃料（Ａ型）

ウラン燃料の融点

ＭＯＸ燃料の融点

融点に対して十分な余裕

新燃料 使用済燃料

ＭＯＸ燃料取り出し
（約３年）

ＭＯＸ燃料

９×９燃料（Ａ型）

９×９燃料取り出し
（約４年）
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「２.各々の燃料の出力が出すぎたり冷却不足にならないか？」の確認

ＭＯＸ燃料集合体が運転中に健全性を確保して運転できること
を以下の観点から確認します。

通常運転中に，燃料被覆管の
温度が異常に高くならないように
安定的に除熱できるか

通常運転中に燃料が基準を満足
し，十分低い出力で余裕を持って
運転できるか

燃料が冷却不足で過熱状態
にならないこと（最小限界出
力比）の確認

燃料棒の出力の程度
（最大線出力密度）の確認
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WR

ＭＯＸ燃料集合体は，燃料集合体内の燃
料棒の配置と，炉心内での燃料集合体の
配置を工夫する事で，ウラン燃料集合体と
同様の出力特性としている。

WR

ウラン燃料棒

ｳｫｰﾀﾛｯﾄﾞ
（水が通る管）

ＭＯＸ燃料棒

Ｐｕ含有率低

↓

Ｐｕ含有率高

断面拡大

「２.各々の燃料の出力が出すぎたり冷却不足にならないか？」の確認

プルトニウムはウランと比較して核分裂
しやすいためプルトニウムが多い部分
では出力が大きくなる性質がある。

ＭＯＸ燃料集合体 燃料集合体炉内配置イメージ図

ウラン燃料集合体

MOX燃料集合体
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「２.各々の燃料の出力が出すぎたり冷却不足にならないか？」の確認
「燃料棒の出力の程度（最大線出力密度）」の確認結果

判断基準：４４．０ｋＷ／ｍ以下であること

（
最

大
線

出
力

密
度

）

0

10

20

30

40

50

60

運転期間

燃
料

集
合

体
の

出
力

の
程

度
（
最

大
線

出
力

密
度

：M
L
H

G
R

）

9×9燃料（Ａ型）

MOX燃料（9×9燃料（Ａ型）と混在する場合）

運転制限値（44.0kW/m）

9×9燃料（Ａ型）MOX燃料（9×9燃料（Ａ型）と混在する場合）

常に制限値以下で運転する必要がある

初期 末期

余裕
小

余裕
大

（
最

大
線

出
力

密
度

）

運転期間 （１サイクル（定期検査終了～次回定期検査開始まで））

燃
料

棒
の

出
力

の
程

度

確認結果：MOX燃料は燃料棒が９×９燃料より太いため，燃料棒あたりの出力は大きくなるが，炉心内

での燃料集合体の配置を工夫することで，判断基準を満足して運転できることを確認して
いる。なお，定期検査時の燃料取替毎に，判断基準を満足していることを確認していく。
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1

1.2

1.4

1.6

1.8

2

9×9燃料（Ａ型）

MOX燃料（9×9燃料（Ａ型）と混在する場合）

MOX燃料の運転制限値 1.27

MOX燃料（9×9燃料
（Ａ型）と混在する場合）

9×9燃料（Ａ型）

余裕
大

余裕
小

常に制限値以上で運転する必要がある

「２.各々の燃料の出力が出すぎたり冷却不足にならないか？」の確認
「燃料が冷却不足で過熱状態にならないこと（最小限界出力比） 」の確認結果

判断基準：運転制限値を下回らないこと
過

熱
状

態
に

な
る

出
力

と
運

転
中

の
出

力
と

の
比

（
最

小
限

界
出

力
比

）

運転期間 （１サイクル（定期検査終了～次回定期検査開始まで））

確認結果：MOX燃料を入れても判断基準に余裕をもって運転できることを確認している。

なお，定期検査時の燃料取替毎に，判断基準を満足していることを確認していく。
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「３.出力が急激に変動したときうまく元に戻ろうとするか？」の確認
「炉心安定性」の確認結果

確認結果：判断基準に対して十分余裕があることを確認した。
なお，ＭＯＸ燃料炉心は約６秒で，ウラン燃料炉心は約４秒で振幅は
半分になる。

良１0.750.60
(最低ポンプ速度
最大出力運転時：
63%出力，37%流量)

炉心
安定性

９×９燃料
（A型）

MOX燃料
＋

９×９燃料（A型）

判断
基準

結果

ＭＯＸ燃料を装荷した炉心で急激な出力変動が生じた場合に，出力が元に
戻るかどうかを確認します。

判断基準 ： 出力振幅の変化割合が１を超えないこと

出
力
変
化 時間

X0

X1

X2

X3

出力振幅の変化割合（減幅比）

X2
X0

= ―

「出力が元に戻るかどうか」の指標

急激な出力変動
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「 ４.制御棒の原子炉を止める能力は十分か？ 」の確認

ＭＯＸ燃料を装荷した原子炉の
緊急停止能力が十分に確保さ
れているか

緊急停止時に，制御棒が原子炉
に入った割合に対して停止能力
の大きさを示したもの（スクラム
反応度曲線）の確認

いかなる制御棒１本が挿入でき
なくても，原子炉を未臨界にする
ための余裕（原子炉停止余裕）
の確認

ＭＯＸ燃料を装荷した炉心の制御棒による原子炉停止能力が十分に確
保されているかを確認します。

停止している原子炉の停止状態
を維持する機能は十分か
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「 ４.制御棒の原子炉を止める能力は十分か？ 」の確認
「制御棒能力の変化」のイメージ

上から見た図

プルトニウムはウランに比べて熱中性子を吸収しやすいことから，熱中性子の割合が
減少する。

→ 制御棒が吸収できる熱中性子の割合が減少する。

MOX燃料

制御棒

ウラン燃料

Ｕ２３５ ＜

プルトニウムはウランよプルトニウムはウランよ
りも熱中性子と反応（吸りも熱中性子と反応（吸
収＋核分裂）しやすい。収＋核分裂）しやすい。

熱中性子との反応のしやすさの比較

赤：核分裂
青：吸収
丸の大きさ：反応のしやすさ（イ
メージ）

Ｐｕ２３９

制御棒に含まれるホウ制御棒に含まれるホウ
素などは，熱中性子に対素などは，熱中性子に対
して非常に大きな吸収能して非常に大きな吸収能
力をもつ。力をもつ。

≪ 制御棒
（ホウ素）

：熱中性子
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１

原子炉を止める
のに必要な能力
を１とすると･･･

２．８程度 ２．５程度

十分な余裕

原子炉を止めるために
実際に必要な能力

現在の発電における
制御棒の能力

プルサーマルにおける
制御棒の能力

若干の差

「 ４.制御棒の原子炉を止める能力は十分か？ 」の確認
「原子炉停止余裕」の比較（イメージ）

原子炉を停止するために必要な能力には十分な余裕があります。
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9×9燃料（Ａ型）

ＭＯＸ燃料＋9×9燃料（Ａ型）

設計基準として0.99以下であることが要求されている

未臨界

MOX燃料＋9×9燃料(A型)

9×9燃料(A型)

初期 末期

「 ４.制御棒の原子炉を止める能力は十分か？ 」の確認
「原子炉停止余裕」の確認結果

判断基準：未臨界の度合いが0.99以下であること

１

2.5
2.8

運転期間 （１サイクル（定期検査終了～次回定期検査開始まで））

確認結果：MOX燃料を使用すると制御棒の効きが若干低下するものの，判断基準に対して

余裕を持って運転できることを確認した。
なお，定期検査毎に，判断基準を満足していることを確認していく。

MOX燃料+9×9燃料（A型）炉心

9×9燃料（A型）炉心
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「 ４.制御棒の原子炉を止める能力は十分か？ 」の確認
「スクラム反応度曲線」の確認結果

判断基準：実際の曲線の方が設計で使用する曲線より
も停止能力が大きいこと

-45

-40

-35

-30

-25

-20

-15

-10

-5

0

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

制 御 棒 の 挿 入 さ れ る割 合

9× 9燃 料 （Ａ型 ） 平 衡サ イク ル 末 期

Ｍ Ｏ Ｘ燃 料 ＋9× 9燃 料 （A型 ） 平 衡 サイク ル 末 期

設 計 用 スク ラ ム曲 線
原
子
炉
を
緊
急
停
止
す
る
能
力

大

小

全 引 き 抜 き 全 挿 入

制 御 棒 は 原 子炉 の
下 から 上 に 向 か って 挿 入

MOX燃 料 ＋ 9× 9燃 料 (A型 )

9× 9燃 料 (A型 )

確認結果：MOX燃料を装荷すると制御棒の能力は若干悪くなるが，炉内の熱中性子量も

少ないため，制御棒の効きはウラン炉心と同等となり，判断基準を満足する。
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「５.ＭＯＸ燃料の貯蔵や取り扱いは安全に行えるか？」の確認
「燃料プール水温」の確認結果

復水貯蔵槽から

ＭＯ

ＭＯ ＭＯ

ろ過脱塩
装 置

ろ過脱塩
装置

ＭＯ

ＭＯ

Ｍ
Ｏ

復水貯蔵槽へ

残留熱除去系から

復水貯蔵槽から

ＭＯ

残留熱除去系へ

スキマサージタンク

スキマせき

ディフューザ

熱交換器

原子炉補機冷却系

ポンプ

ポンプ

熱交換器

使用済燃料プール

ＭＯＸ燃料はウラン燃料に比べて原子炉での燃焼期間が短いため，原子炉停止直後の崩壊熱は小さ
いが，半減期の長い核種が多いことから長期的にはウラン燃料よりも崩壊熱が高くなる傾向にある。
しかしながら，この差はわずかであることから，現在の冷却設備で十分冷却することができる。

現行の設備でＭＯＸ燃料を使用済み燃料プールに安全に貯蔵できることを確認
します。

判断基準【使用済燃料プール水温】

：燃料プール内のみの使用済燃料を冷却する場合 ５２℃を超えない
：原子炉および燃料プール内の使用済燃料を冷却する場合 ６５℃を超えない

「沸騰水型原子力発電所
ＭＯＸ燃料の貯蔵について」

（株式会社東芝 TLR-068
改訂1 平成11年2月）より
抜粋

最低冷却日数：1320日

（ウラン燃料は９×９燃料を指す）

（参考）

現在の使用済み燃料
（高燃焼度８×８燃料）の
管理方法
・原子炉から取り出し後，
最低1320日（約3.6年）
プールにて冷却したのち，
専用の輸送容器に入れて
再処理工場に搬出
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「６.異常が発生した場合に安全は保てるのか？」の確認

高圧高圧
ﾀｰﾋﾞﾝﾀｰﾋﾞﾝ

原子炉格納容器原子炉格納容器

主蒸気主蒸気
止め弁止め弁

タービンタービン

バイパス弁バイパス弁

原子炉給水原子炉給水
ポンプポンプ

原子炉再循環ﾎﾟﾝﾌﾟ原子炉再循環ﾎﾟﾝﾌﾟ

制御棒 高圧復水高圧復水
ポンプポンプ

高圧給水
加熱器

低圧給水低圧給水
加熱器加熱器

復水脱塩装置復水脱塩装置

復水ろ過装置復水ろ過装置

蒸気式空気蒸気式空気
抽出器抽出器

低圧復水低圧復水
ポンプポンプ

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ蒸気ｸﾞﾗﾝﾄﾞ蒸気
復水器復水器

蒸気蒸気
加減弁加減弁

低圧低圧
ﾀｰﾋﾞﾝﾀｰﾋﾞﾝ 発電機発電機

主復水器主復水器

主蒸気主蒸気
逃がし逃がし
安全弁安全弁

原原
子子
炉炉
圧圧
力力
容容
器器

サプレッショサプレッショ
ンチェンバンチェンバ

●「給水加熱喪失」

原子炉の出力運転中に，給水加熱器への蒸気流量が喪失して，給水
温度が徐々に低下して，原子炉出力が上昇する。

●「制御棒の異常な
引き抜き」

運転員の誤操作によ
り制御棒が連続的に
引き抜かれ原子炉
出力が上昇する。

主蒸気主蒸気
隔離隔離弁弁

「運転時の異常な過渡変化」：
原子炉の運転中に一つの機器の故障や誤動作などにより発生すると予想される事象

●「負荷の喪失」

落雷等により送電が停止すること
により，蒸気加減弁が急速に閉
止し，原子炉圧力が上昇する。
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給水流量の全喪失

原子炉圧力制御系の故障

給水制御系の故障

主蒸気隔離弁の誤閉止

給水加熱喪失

負荷の喪失

原子炉冷却材圧力又は
原子炉冷却材保有量の
異常な変化

原子炉冷却材流量制御系の誤動作

外部電源喪失

原子炉冷却材系の停止ループの誤起動

原子炉冷却材流量の部分喪失

炉心内の熱発生又は熱
除去の異常な変化

原子炉起動時における制御棒の異常な引き抜き炉心内の反応度又は出
力分布の異常な変化

出力運転中の制御棒の異常な引き抜き

運転時の異常な過渡変化

「６.異常が発生した場合に安全は保てるのか？」の確認
「運転時の異常な過渡変化」 ～想定事象～

これらの事象が発生しても，種々の判断基準を満足できることを確認します。
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「６.異常が発生した場合に安全は保てるのか？」の確認
「運転時の異常な過渡変化」の確認結果

・MOX燃料を装荷すると，炉内の蒸気の泡が減った場合に核分裂反応を促進する効果
（ボイド効果）が強く現れるため，原子炉圧力が上昇するような事象では出力が上昇する
傾向にある。

良
272kJ/kg

（65cal/g）以下

約92kJ/kg（22cal/g）
(原子炉起動時における制御棒の異常な引き抜き)

（参考：9×9燃料採用時は約95kJ/kg）

燃料エンタルピ（熱量）
の最大値

良
9.48MPa[gage]

以下

約8.25 MPa[gage]
(負荷の喪失，ﾀｰﾋﾞﾝﾊﾞｲﾊﾟｽ弁不作動)

(参考：9×9燃料採用時は約8.23MPa[gage])

原子炉冷却材圧力バウ
ンダリにかかる圧力の

最大値

良165 %以下
約121％

(出力運転中の制御棒の異常な引き抜き)
（参考：9×9燃料採用時は約121％）

局所的に発生する単位
面積当たりの熱量

―

この解析
結果が

運転時の
制限値

9×9燃料(Ａ型)： 1.26
9×9燃料(Ｂ型)： 1.25
Ｍ Ｏ Ｘ 燃 料 ： 1.27

(給水加熱喪失)

燃料が冷却不足で過熱
状態になる出力と運転中

の出力の比
（最小限界出力比）

評価項目 解析結果 判断基準 結果

確認結果：女川３号炉では，全制御棒を急速挿入して出力を低下させることが
できる設計であるため，MOX燃料装荷の影響は現れず，判断基準を
満足する。
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「事故」：
発生する頻度は稀であるが，発生した場合は原子炉施設からの放射性物
質の放出の可能性がある事象

「７.事故を想定した場合にも発電所の健全性は確保できるか？」の確認

【備考】
本解析のうち，燃料破損による放射
性物質の放出影響については「事故
時の被ばく評価」で確認する。

【備考】
本解析は，燃料タイプに依らない
解析である。

原子炉冷却材ポンプの軸固着

可燃性ガスの発生

原子炉冷却材喪失原子炉格納容器内圧力，雰
囲気等の異常な変化

制御棒落下
反応度の異常な投入又は原
子炉出力の急激な変化

原子炉冷却材喪失
原子炉冷却材の喪失又は炉
心冷却状態の著しい変化 原子炉冷却材流量の喪失

事 故
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「７.事故を想定した場合にも発電所の健全性は確保できるか？」の確認
「事 故」 ～想定事象～

原子炉格納容器

原子炉再循環ﾎﾟﾝﾌﾟ

制御棒

主蒸気
逃がし
安全弁

原
子
炉
圧
力
容
器

サプレッショ
ンチェンバ

主蒸気
隔離弁

冷却材

原子炉冷却材喪失とは
再循環配管が破断し，冷却材が
格納容器内に放出され，燃料温
度が上昇する。

事故想定の例
炉心の溶融あるいは著しい損傷の恐
れがないことを確認するため原子炉冷
却材喪失を想定している

事故事象の一例として，原子炉冷却材喪失が発生した場合の影響について
示します。
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約564約625

9×9燃料（A型）

良1,200以下
燃料被覆管
最高温度(℃)

炉心損傷
（原子炉冷
却材喪失）

評価項目 ＭＯＸ燃料 判断基準
結
果

「７.事故を想定した場合にも発電所の健全性は確保できるか？」の確認
「事 故」の確認結果

確認結果：判断基準を満足する。

判断基準：燃料被覆管最高温度が１，２００℃以下であること

ＭＯＸ燃料は９×９燃料に比べて燃料棒径が太いことから，燃料被覆管
の熱容量（温度上昇に必要となる熱量）が大きいため，温度上昇率が
小さくなる。
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「８.通常運転時，事故時の発電所周辺へ放射線影響は無いか？」の確認
「通常運転時における被ばく量」の確認

通常運転時に発電所より放出される可能性のある放射性物質による影響
がないことを確認します。

・MOX燃料の場合，核分裂に
より発生する放射性物質の量
は若干異なるが，その差は評
価手法の保守性の範囲内にあ
ることが指針※に示されてい
る。したがって，放射性物質
の放出量は従来と変わらない
として評価を行っている。

・ＩＣＲＰの９０年勧告では，
よう素を摂取した場合の実効
線量への換算係数等の見直し
が行われ，これを受けて指針
も改訂されており，これを用
いた評価を行っている。（実
効線量への係数は２倍程度）

魚・貝・海
草

ミルク

牛

牧
草

原子力発電所

放水口

呼
吸

葉
菜

放射性希ガ
スγ線外部

被ばく

よう素他

放射性よう素

大気放出

海洋放出

被ばく

被ばく経路

排気筒

※発電用軽水型原子炉施設に用いられる混合酸化物燃料について（平成７年６月：原子力安全委員会了承）
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確認結果：線量目標値に対して十分な余裕があり，判断基準を満足する。

「８.通常運転時，事故時の発電所周辺へ放射線影響は無いか？」の確認
「通常運転時における被ばく量」の確認結果

MOX
燃料

約13

約1.7

約0.9

約11

9×9
燃料

良50約13約13評価結果の合計

約1.7約0.8
大気放出及び海洋放出されたよう素か
ら受ける線量

約0.9約1
海洋放出された液体廃棄物（よう素以
外）から受ける線量

約11約11
大気放出された空気中の放射性物質
（希ガス）から受ける線量

結果
判断
基準

ＩＣＲＰ90年勧告取り
込み後の評価結果

従来指針による
評価結果

（9×9燃料）

（単位：μSv）

判断基準 ： 線量目標値（年間５０μＳｖ）以下であること
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「８.通常運転時，事故時の発電所周辺へ放射線影響は無いか？」の確認
「事故時における被ばく量」の確認

万が一事故が発生した場合でも，放射性物質による影響がないことを確
認します。

制御棒落下

原子炉冷却材喪失

燃料集合体の落下

主蒸気管破断

気体廃棄物処理施設の破損

環境への放射性物質の異常
な放出

事故時の被ばく評価用の事象
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（例）主蒸気管破断：原子炉格納容器外で主蒸気管が1本瞬時に破断し，原子炉冷却材が

流出して，放射性物質が環境に放出される評価事象

「８.通常運転時，事故時の発電所周辺へ放射線影響は無いか？」の確認
「事故時における被ばく量」の確認結果

ブローアウトパネル

原子炉建屋

タービン建屋

（参考）

一人あたりが受ける自然放射線
（世界平均）：2.4mSv/年
（日本平均）：1.5mSv/年

確認結果： 9×9燃料とMOX燃料は形がほぼ同じであり，事故時の水や蒸気の

流出量に差は無いことから放射線量も同じであり，判断基準を満足する。

約0.09

MOX燃料9×9燃料

良5以下約0.09約0.031主蒸気管破断

従来指針による評価結果
（9×9燃料）

ICRP90年勧告取り込み後の
評価結果 判断基準 結果

（単位：mSv）

判断基準 ：

５mＳｖ以下であること
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当社は，女川原子力発電所３号炉にＭＯＸ燃料を採用

しても，国の定める安全基準を満足することを確認し

ております。

女川原子力発電所３号炉におけるＭＯＸ燃料の採用に

ついては平成２０年１１月６日，経済産業大臣へ

「原子炉設置変更許可申請」を行い，現在国の厳正な

安全審査を受けております。

今後，関係自治体のご指導をいただきますとともに，

地域の皆様には十分なご説明を行い，ご理解をいただ

けるよう誠心誠意努めてまいります。


